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政策金利

（出所）ブルームバーグ

2018 年 8 月 3 日 

お伝えしたいポイント 

・ 物価高と堅調な経済・雇用環境を背景に、イングランド銀行は 0.25％ポイントの利上げを実施 

・ 北アイルランド問題などをめぐり EU 離脱交渉は難航中 

・ 難航する EU 離脱交渉への懸念や実体経済の先行き不透明感が英ポンドの下押し圧力に 

 

 

＜物価高と堅調な経済・雇用環境を背景に、イングランド銀行は 0.25％ポイントの利上げを実施＞

 

2018 年 8 月 2 日（現地、以下同様）、イングランド銀行（中央銀行）の MPC（金融政策委員会）は、全会一致で政策

金利を 0.25％ポイント引き上げて 0.75％としました。政策金利の引き上げは前回 2017 年 11 月以来、約 9 カ月ぶりと

なります。金利と並ぶ政策手段である資産の買い入れについては、現状の購入枠を据え置きました。 

イングランド銀行は、通貨安やエネルギー価格の上昇に加えて、堅調な経済成長や雇用環境から生じるインフレ圧

力を抑制する必要があることを利上げの理由として挙げています。今後の利上げに関しては、ペースは緩やかであり、

その幅は限定的であると説明しています。また、今後の EU（欧州連合）離脱交渉の経過に対する家計や企業、金融

市場の反応が、経済見通しに大きく影響を与える可能性があるとの認識を改めて示しました。 

英国経済は、寒波の影響などもあり 1-3 月期の実質 GDP（国内総生産）成長率が市場予想を大幅に下回るなど弱

含んでいました。しかし、その後は温暖な気候やロイヤルウェディング（ヘンリー王子の結婚）の祝賀ムードを受けて

の国内消費の盛り上がりといった好材料もあり、緩やかな成長が継続しています。物価に関しては、7 月に発表され

た CPI（消費者物価指数）は年率＋2.4％と、依然として中央銀行の目標（＋2.0％）を上回っています。6 月の MPC で

は 3 名が利上げを支持していたことや、直近の経済指標が比較的堅調であったことなどを背景に、市場では利上げ

予想が大勢を占めていました。 

 

《政策金利の推移》 

 

 

 

 

 

 

 

 

英国金融政策（2018 年 8 月） 

～イングランド銀行は利上げを実施。難航する EU 離脱交渉は懸念材料～ 
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＜北アイルランド問題などをめぐり EU 離脱交渉は難航中＞ 

 

英国のEU離脱交渉については、英国領北アイルラン

ドの国境管理をめぐる問題に対して解決策が見出せず

にいることなどからこう着状態となり、交渉は難航してい

ます。 

7 月上旬には、メイ首相が示した EU 離脱の基本方針

に反発し、主要閣僚が相次いで辞任するなど、離脱交

渉に対する不透明感が一層強まりました。その後も、英

国政府が発表した、離脱後の EU との関係に関する白

書に対して、EU 側は内容に多くの疑問点があると指摘

するなど交渉に対する先行き不透明感は続いていま

す。 

このような状況から、交渉の実質的な合意期限であ

る 10 月までに離脱協定について合意が得られず、結果

として 2019 年 3 月に合意なしでの強硬離脱となる可能

性も高まっており、警戒感が広がっています。 

離脱交渉の進捗が今後の英国景気や金融政策に大

きく影響を及ぼす可能性は高く、引き続き状況を注意深

くみていく必要があると考えます。 

《離脱交渉の経過と想定される今後のスケジュール》 

 

 

 

 

 

 

 

 

《想定される離脱交渉の行方のイメージ図》 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜難航する EU 離脱交渉への懸念や実体経済の先行き不透明感が英ポンドの下押し圧力に＞ 

 

難航する EU 離脱交渉への懸念は高まっており、企業

が投資を抑制するなど、実体経済の一部にもその影響

が出始めています。一方で、一時期よりは落ち着いてい

るとはいえインフレ率の高まりにも注意を払わなければ

ならず、イングランド銀行には景気と物価の両方を考慮

しつつ金融政策を決定するという難しい舵取りが今後も

必要とされます。 

今後の金融政策については、イングランド銀行は景

気や EU 離脱交渉を注視しながら、しばらくは様子見を

続けると当社では想定しています。また、為替について

は、難航する離脱交渉やそれに伴う実体経済の先行き

不透明感が英ポンドの下押し圧力になることが懸念さ

れます。 

以上 

《為替と国債金利の推移》 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

（出所）各種報道等より大和投資信託作成 

（出所）各種報道等より大和投資信託作成 
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3月29日 英国が正式にEU離脱を通知

6月 離脱交渉開始

12月
欧州理事会（EU首脳会議）
第一段階となる離脱の条件について基本合意

2月 第二段階について交渉開始

3月 移行期間について暫定合意

4月 英国とEUの将来の関係に関する事前協議開始

7月 英国政府がEU離脱の基本方針を発表

10月 EU側が想定する実質的な合意期限

欧州議会審議・同意手続き

EU27カ国審議・欧州理事会での承認

2019年 3月29日 交渉期限（離脱通知から2年）

2017年

2018年
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当資料のお取り扱いにおけるご注意 

■当資料は、ファンドの状況や関連する情報等をお知らせするために大和投資信託により作成されたものであり、勧誘を目的としたものではありません。■当資料は、各種

の信頼できると考えられる情報源から作成していますが、その正確性・完全性が保証されているものではありません。■当資料の中で記載されている内容、数値、図表、意

見等は当資料作成時点のものであり、将来の成果を示唆・保証するものではなく、また今後予告なく変更されることがあります。■当資料中における運用実績等は、過去の

実績および結果を示したものであり、将来の成果を示唆・保証するものではありません。■当資料の中で個別企業名が記載されている場合、それらはあくまでも参考のため

に掲載したものであり、各企業の推奨を目的とするものではありません。また、ファンドに今後組み入れることを、示唆・保証するものではありません。 

販売会社等についてのお問い合わせ⇒大和投資信託 フリーダイヤル 0120-106212（営業日の 9:00～17:00） HP http://www.daiwa-am.co.jp/ 

 

 

＜ご参考＞当社の関連リサーチ 

 

◇マーケットレター 

・英国金融政策（2017 年 11 月）～インフレ率の高まりを背景に約 10 年ぶりに利上げ～（2017/11/6） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20171106_2.html 

・英国総選挙【速報】～注目は、これから本格化するＥＵ（欧州連合）離脱交渉へ～（2017/6/9） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170612_1.html 

・英国、6 月 8 日に総選挙実施の意向を表明（2017/4/20） 

http://www.daiwa-am.co.jp/market/html_ml/ML20170420_2.html 
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